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者が數年來達成せんと企てゝゐたことを、今度は我々の側からも行ふであらう。我々が日本の同盟國だからといふだけではなくて、むしろ獨伊兩國の現下の指導部が、この歷史的時期に於いて諸國民の興廢が恐らくは永久に亘つて決せられるであらうといふ事を、理解するに足る洞察と能力とを有してゐるからである。この別世界が我々に對して企てゝゐることは、我々には明瞭である。彼等は嘗つての民主主義的ドイツを飢餓に陷れた。彼等は現在の國民社會主義的ドイツを殲滅したいと思つてゐる。若しルーズヴエルト氏やチヤーチル氏が、やがて新しい社會秩序を樹立する積りだと言明するならば、それは禿頭の理髮屋がインチキでない毛生え藥を客にすゝめるやうなものである。（哄笑）
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